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 要  旨 
マルチホップネットワークは、近接端末とのコネクションを利用して中継を行うことで間接的に
通信を行う方式である。特に近年では無線 LANが急速に普及していることから、無線 LANで使わ
れるアクセス制御方式である CSMA/CA を応用した研究が盛んに行われている。CSMA/CA 方式は通
信を開始する前にキャリアセンスを行い、キャリアを検出しなければ使われていないと見なし、
通信を開始することで衝突を防ぐ方式である。CSMA/CA 方式はトラフィック量に順応しやすい利
点はあるものの、待ち時間によるオーバーヘッドの問題や隠れ端末問題による干渉および衝突の
問題がある。そこでフレームを導入し、TDMA化を行うことでこれらの解決を図る。フレーム化を
行うことで、端末は使用するフレームのスケジューリングを行い、隠れ端末問題を緩和すること
ができる。しかし複数経路が交差する場合において、経路同士で隠れ端末問題が発生する可能性
がある。そこでフレームの先頭にランダムアクセス時間を設け、回避可能な干渉を回避すると共
に相手経路のフレーム使用情報を基に適応的に自経路のスケジュールを変更することで、これら
の問題の解決を図る。提案手法として、経路のフレーム使用情報を IDとしてランダムアクセス時
間で送信権設定を行うことで、他経路の接近を検出した際に干渉を避けるため送信を停止する時
間を算出するのに利用する。前提として、全端末は統一されたフレームシーケンス番号を持って
いるとする。IDは送信開始フレームと複数の送信間隔情報を持ち、この情報を受け取ったそう伸
端末はホップ数などと併せて送信端末は干渉が起こりにくいフレームを計算し利用することがで
きる。また最適なフレームを利用することで、不要な再送を抑えネットワーク負荷を抑えること
ができる。しかし経路の進行方向に逆らって進むフレーム変更通知は負荷が大きく、パケット消
失につながることがある。そこで中継端末でパケットを 1周期待機させ、通知パケットを通常の
パケットと同様に送信することで、同一経路内を進むパケットへの干渉なく送信端末に通知する
手法を提案し、シミュレーションによる検証を行った。またランダムアクセス時間における送信
端末決定時のキャリアセンスレベルの適した値に関する検証を行なった。その結果提案手法によ
る最適化を行うことで行わない場合と比較してパケットの消失を抑え、遅延も抑えられることが
確認できた。 
 
